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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】発熱患者の診断・治療効果判定には、白血球数、C反応性蛋白（CRP）、抗ストレプトリジンO（ASO）
などの急性炎症マーカーが有用であるが、その測定には2つ以上の大型機器が必要であった。一方、小規模の
医療施設や救急病院において用いられているdry chemistry原理による簡易機器は、尿、便、血液の限られた
項目しか測定できなかった。本研究では、CRP、ASO、好中球数（NPC）とともにヘモグロビン（Hb）の測定が可
能なwet chemistry原理による小型機器の臨床的有用性を検討した。 
【材料および方法】入院・外来患者より静脈血（全血）を採取し、小型免疫測定システム（SPOTCHEM IM、アー
クレイ）により、NPC、CRP、ASO、Hbの測定を行った。希釈直線性、同時再現性、経時安定性、感受性、干渉
テスト（ビリルビン、乳び、アスコルビン酸、リウマチ因子）、相関性について評価した。対照機器との相関性
については外来・入院患者の検体（白血病患者、有熱患者を含む）について検討した。 
【結果】希釈直線性、同時再現性については、NPC、CRP、ASO、Hbいずれの項目においても良好な結果が得ら
れた。経時安定性試験では、室温保存では24時間後NPCに減少が認められたが、4℃保存では安定していた。
感受性試験では、最小測定値はNPC 600 cells/μL、CRP 0.2 mg/dl、ASO 20 IU/ml、Hb 1 g/dlであった。共
存物質の影響は、CRP低値検体にアスコルビン酸を添加した時を除き、すべての結果で変動率10％以内であっ
た。白血病患者検体以外ではNPCは対照機器による白血球数と高い相関を示した。また、発熱患者の臨床経過
における変動は対照機器と同等に観察することができた。 
【結論】本装置は一台で炎症マーカー同時測定が可能な簡便な小型機器であり、評価試験の結果は良好であっ
たことから小規模施設のみならず、救急部やベッドサイドにおけるpoint of care testにおいて有用な装置で
あると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
発熱患者の診断・治療効果判定には、白血球数、C反応性蛋白（CRP）、抗ストレプトリジンO（ASO）などの
急性炎症マーカーが有用であるが、その測定には2つ以上の大型機器が必要であった。一方、小規模の医療施
設や救急病院において用いられているdry chemistry原理による簡易機器は、尿、便、血液の限られた項目し
か測定できなかった。本研究では、CRP、ASO、ヘモグロビン（Hb）とともにエラスターゼを測定することによ
り好中球数（NPC）が算定可能なwet chemistry原理による小型機器の臨床的有用性を検討した。 
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 入院・外来患者より静脈血（全血）を採取し、小型免疫測定システム（SPOTCHEM IM、アークレイ）により、
NPC、CRP、ASO、Hbの測定を行った。希釈直線性、同時再現性、経時安定性、感受性、干渉性（ビリルビン、
乳び、アスコルビン酸、リウマチ因子）、相関性について評価した。対照機器との相関性については外来・入院
患者の検体（白血病患者、有熱患者を含む）について検討した。希釈直線性、同時再現性については、NPC、CRP、
ASO、Hbいずれの項目においても良好な結果が得られた。経時安定性試験では、室温保存では24時間後NPCに
減少が認められたが、4℃保存では安定していた。感受性試験では、最小測定値はNPC 600 cells/μL、CRP 0.2 
mg/dl、ASO 20 IU/ml、Hb 1 g/dlであった。共存物質の影響は、CRP低値検体にアスコルビン酸を添加した時
を除き、すべての結果で変動率10％以内であった。白血病患者検体以外ではNPCは対照機器による白血球数と
高い相関を示した。発熱患者の臨床経過における変動は対照機器と同等であった。 
 以上より、エラスターゼを用いた好中球数測定を含む小型免疫測定システムは汎用されている大型機器と同
等の性能を有しており、小規模施設のみならず、測定の簡便さから救急部やベッドサイドにおける point of 
care testにおいても有用な装置であると考えられた。本研究は急性炎症マーカーの測定における小型免疫測
定システムの臨床的有用性を示したものと言える。したがって著者は博士（医学）の学位を授与されるに値す
るものと判断された。 
 
